
身
延
山
を
日
蓮
聖
人
に
寄
進
し
た
南
部
六
郎
実
長
（
一
二
二
二
～
一
二
九
七
）
は
、
加
賀
美
次
郎
遠
光
の
子
で
あ
る
光
行
を
父
と
し

て
、
聖
人
と
同
年
の
貞
応
元
年
に
生
れ
た
。
甲
斐
国
南
部
に
位
置
す
る
波
木
井
の
郷
に
領
主
と
し
て
住
し
た
の
で
、
一
般
に
波
木
井
実
長

と
も
い
う
。
実
長
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
周
知
の
如
く
で
あ
る
姥
聖
人
在
山
九
年
間
の
外
護
を
い
た
し
、
入
山
当
初
の
草
庵
創

建
か
ら
、
弘
安
四
年
の
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
を
有
す
る
久
遠
寺
の
堂
宇
建
立
に
至
る
ま
で
、
丹
精
を
尽
し
た
法
功
は
大
き
く
、
「
身
延
山

開
基
檀
越
」
と
し
て
、
現
に
毎
年
「
円
師
会
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

実
長
は
永
仁
五
年
九
月
二
五
日
、
聖
人
滅
後
一
六
年
に
寂
し
て
お
り
、
従
っ
て
昨
年
は
七
○
○
遠
忌
に
当
る
。
因
っ
て
聖
人
の
遺
文
に

現
れ
た
実
長
、
及
び
そ
の
関
係
者
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
考
察
し
、
い
さ
さ
か
な
が
ら
報
恩
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
遺
文
に
お
い
て
、
最
初
に
南
部
氏
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
文
永
六
年
九
月
の
こ
と
で
あ
り
、
最
後
の
書
状
で
あ
る
『
波

木
井
殿
御
書
』
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
身
延
入
山
以
前
三
書
、
入
山
以
後
三
書
の
合
計
六
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。
即
ち

佃
六
郎
恒
長
御
消
息
文
永
六
年
九
月

②
南
部
六
郎
殿
御
書
文
永
八
年
五
月
十
六
日

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏

一

上
田
本
昌

－53－



先
ず
側
の
『
六
郎
恒
長
御
消
息
』
で
あ
る
が
、
文
永
六
年
九
月
、
聖
人
四
八
歳
の
時
の
書
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
が
本
満
寺
本
の
写
本
が
あ
り
、
『
縮
冊
遺
文
』
で
は
文
永
元
年
の
作
と
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
で
『
昭
定
遣

（
２
）

文
』
で
は
文
永
六
年
説
を
採
る
に
至
っ
て
い
る
。
「
恒
長
」
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
も
、
本
文
に
「
南
部
六
郎
恒
長
殿
」
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
宮
崎
英
修
教
授
の
指
摘
に
よ
る
と
「
写
誤
に
よ
る
誤
伝
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
身
延
の
『
日
朝
本
録
外
』
や
、
『
他
受
用
御
書
』
及
び
『
三
宝
寺
本
』
等
に
は
、
い
ず
れ
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

す
る
と
、
無
条
件
で
聖
人
の
遺
文
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
考
慮
を
要
す
る
と
す
る
見
方
も
さ
れ
て
い
篭

『
本
満
寺
本
』
一
三
巻
に
は
『
念
仏
無
間
地
獄
事
』
と
い
う
書
名
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
南
部
六
郎
実
長
が
、
当
時
流
行
し
て
い
た
念

仏
信
仰
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
批
判
し
法
華
信
仰
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
一
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

ヲ

卜
フ
ニ
リ

先
ず
「
所
詮
念
仏
無
間
地
獄
云
義
有
レ
ニ
」
と
述
べ
て
、
二
義
の
第
一
は
法
然
上
人
の
『
選
択
集
』
を
あ
げ
、
浄
土
三
部
経
以
外
の
仏

一
代
の
聖
教
す
べ
て
を
捨
閉
閣
拠
せ
よ
と
い
う
が
、
そ
の
阿
弥
陀
仏
は
四
十
八
願
を
立
て
て
お
り
、
衆
生
救
済
を
標
傍
し
て
い
る
が
、
た

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

③
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
文
永
一
○
年
八
月
三
日

側
地
引
御
書
弘
安
四
年
十
一
月
二
五
日

⑤
波
木
井
殿
御
報
弘
安
五
年
九
月
一
九
日

⑥
波
木
井
殿
御
書
弘
安
五
年
一
○
月
七
日

右
六
書
を
通
し
て
、
聖
人
と
実
長
の
関
係
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

言
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テ

ヲ

ニ
ハ
タ
サ
ヲ

第
二
は
法
華
経
の
序
分
で
あ
る
無
量
義
経
に
「
以
二
方
便
力
一
、
四
十
年
未
し
顕
二
真
実
一
」
と
あ
り
、
浄
土
の
三
部
経
は
四
十
余
年
の
中

ス

の
教
経
で
あ
り
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
真
実
と
申
」
と
し
て
、
法
華
経
に
移
っ
て
題
目
を
唱
え
る
べ
き
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。
最
後

ク
ス

〃
／
ニ
ハ

に
日
本
国
の
民
は
す
べ
て
「
教
主
釈
尊
の
御
子
也
。
三
千
餘
社
の
大
小
の
神
祇
も
釈
尊
の
御
子
也
。
全
非
二
阿
弥
陀
仏
子
一
也
」
と
し
て
、

此
土
は
悉
く
教
主
釈
尊
の
本
領
で
あ
り
御
子
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
要
す
る
に
念
仏
か
ら
法
華
経
へ
移
る
べ
き
こ
と
を
説
い

た
一
書
で
あ
り
、
実
長
の
信
仰
を
改
め
さ
せ
る
た
め
の
教
示
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
如
く
、
実
長
及
び
そ
の
一
門
は
、
念
仏
信
仰
の
徒
で
あ
っ
た
の
が
、
聖
人
に
よ
っ
て
法
華
の
信
仰
へ
と
改
宗
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
長
の
長
男
で
あ
る
実
継
が
、
最
初
、
聖
人
の
門
下
で
あ
る
日
興
の
手
引
き
で

入
信
し
、
実
長
は
日
興
・
実
継
の
紹
介
で
聖
人
に
帰
依
し
て
い
っ
た
も
の
と
の
説
が
あ
り
、
そ
の
入
信
が
文
永
六
年
、
即
ち
本
書
述
作
の

頃
と
考
え
ら
れ
て
い
を
尚
、
実
長
の
家
系
は
本
来
、
真
言
宗
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

何
れ
に
し
て
も
実
長
は
、
こ
の
頃
、
念
仏
信
仰
か
ら
日
興
や
実
継
と
い
っ
た
人
々
を
介
し
て
聖
人
を
知
り
、
法
華
信
仰
に
入
信
し
て
い
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ク
ト

ト
ヲ

だ
し
「
唯
除
二
五
逆
誹
誇
正
法
一
」
と
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
正
法
た
る
法
華
経
を
始
め
と
す
る
聖
教
を
誹
誇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法

然
上
人
自
身
も
ま
た
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
か
ら
漏
れ
た
人
と
な
り
、
そ
の
弟
子
や
檀
那
ら
も
同
時
に
無
間
地
獄
へ
堕
し
て
救
わ
れ
ぬ
者

次
に
、
②
の
『
南
部
六
郎
殿
御
書
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
永
八
年
五
月
十
六
日
の
述
作
で
、
真
蹟
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
『
延
山
録

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

一
一
一
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日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

ヲ
レ
ハ
ケ

外
』
の
写
本
が
あ
る
。
龍
口
法
難
の
生
起
す
る
約
四
か
月
程
前
な
の
で
、
鎌
倉
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
「
眠
れ
る
師
子
に
手
不
レ
付
不
し

腹
、
流
に
さ
を
を
立
ざ
れ
ば
不
二
浪
立
、
不
し
呵
二
噴
誇
法
一
留
難
な
髭
」
と
い
う
語
で
始
る
こ
の
御
書
は
、
正
法
を
誹
誇
す
る
者
を
呵
噴

一
フ

テ

タ

セ

し
な
け
れ
ば
、
今
生
は
事
な
く
と
も
後
生
は
無
間
地
獄
に
堕
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ソ
ニ
ア
リ

ノ

即
ち
、
「
凡
誇
法
内
外
。
」
と
し
、
「
外
者
日
本
六
十
六
ケ
国
誇
法
是
也
。
内
者
王
城
九
重
誇
是
也
。
」
と
し
、
内
外
に
わ
た
っ
て
の
誇
法

に
よ
り
、
そ
の
国
は
亡
び
万
民
は
数
を
減
じ
、
善
神
捨
国
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
聖
人
も
折
伏
逆
化
の
最
も
盛
ん
な
時
期
に
当
っ

て
い
た
の
で
、
し
き
り
に
誇
法
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
長
に
つ
い
て
は
前
書
と

同
様
に
、
正
法
を
誹
誇
す
る
者
に
親
近
す
れ
ば
、
従
来
修
し
て
き
た
善
根
は
悉
く
消
滅
し
て
、
堕
地
獄
の
相
を
現
ず
る
こ
と
に
な
る
と
教

示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
実
長
は
前
述
の
如
く
阿
弥
陀
信
仰
で
あ
り
、
念
仏
宗
の
人
々
と
親
交
も
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
内
容
を
も
っ
た
御
害
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
正
法
の
正
師
に
親

ス
フ

近
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
実
長
に
強
調
し
て
い
る
。
誇
法
を
禁
制
し
な
い
担
笈
ロ
は
、
「
必
国
家
亡
く
し
」
で
あ
り
、
讃
教
の
勤
め
が
あ
れ

セ
ン
ト

ニ
ノ
ル

ノ

ば
「
七
難
必
退
散
美
。
」
と
し
、
最
後
に
「
故
分
分
内
外
有
く
し
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
「
分
分
の
内
外
」
は
、
大
き
く
は
国
家
を

指
す
が
、
範
囲
を
限
定
す
る
と
一
郷
一
邑
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
長
の
一
郷
に
あ
っ
て
も
誇
法
を
呵
噴
す
る
と
同
時
に
、
正
法
の

人
師
に
親
近
す
る
こ
と
の
大
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

次
に
、
龍
口
法
難
を
経
た
の
ち
、
佐
渡
一
谷
に
於
て
著
作
さ
れ
た
③
の
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
は
、
文
永
十
年
八
月
三
日
付
で
あ

り
、
宛
名
は
「
甲
斐
国
南
部
六
郎
三
郎
殿
御
返
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
真
蹟
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
日
興
の
写
本
が
重
須
の
本
門
寺
に

あ
る
。
こ
れ
は
実
長
が
法
門
に
つ
い
て
疑
問
点
を
あ
げ
、
解
答
を
求
め
て
き
た
返
書
で
あ
る
。
即
ち
、
「
法
華
経
を
信
仰
す
る
こ
と
は
当

世
の
人
々
に
と
っ
て
難
儀
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
仏
法
を
修
行
す
る
の
は
現
世
安
穏
後
生
善
虚
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
る
に
聖
人

－56－

弾 凸



と
み
え
て
、
こ
の
あ
と
妙
楽
大
師
や
法
華
経
・
浬
藥
経
等
の
諸
文
を
引
い
て
、
実
長
の
法
華
信
仰
を
捨
て
ず
に
持
続
し
て
い
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
立
教
以
来
、
聖
人
に
随
順
し
て
き
た
門
下
の
中
で
も
離
脱
す
る
者
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
苦
境
の
底
に
立
た
さ

れ
た
聖
人
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
真
蟄
に
法
門
に
つ
い
て
問
い
を
発
す
る
実
長
の
態
度
は
、
聖
人
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
現
世
の

こ
と
だ
け
で
な
く
法
師
品
所
説
の
「
化
生
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ル
ー
ハ
ノ
ノ

ノ

シ
テ
テ
ヲ
テ
ニ
テ
カ
ナ
ル
ヲ
キ
ル

ヲ

キ
ル

「
而
貴
辺
武
士
家
仁
昼
夜
殺
生
悪
人
也
。
不
し
捨
レ
家
至
二
此
所
一
以
二
何
術
一
可
し
脱
二
三
悪
道
一
乎
。
能
々
可
レ
有
二
私
案
一
欺
・
法
華
経
乃
心

当
位
即
妙
不
改
本
位
劇
暴
恥
痩
罪
業
鴎
仏
道
蟻
」

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

は
法
華
経
の
行
者
と
称
し
な
が
ら
も
、
留
難
多
く
流
罪
に
ま
で
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
意
に
反
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
」

と
い
う
質
問
で
あ
る
。
こ
の
種
の
疑
問
は
実
長
の
み
で
は
な
く
、
当
時
の
人
々
の
共
通
し
た
考
え
で
あ
り
、
門
下
の
中
に
も
迫
害
多
難
の

聖
人
を
み
て
脱
落
し
て
い
く
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
特
に
佐
渡
流
罪
の
前
の
龍
口
法
難
の
際
に
は
、
相
当
数
の
退
転
者
が
出
て
い
る
の

で
あ
篭
ま
し
て
や
入
信
し
て
か
ら
間
も
な
く
大
法
難
に
あ
う
の
を
眼
前
に
し
た
実
長
に
し
て
み
る
と
、
無
理
か
ら
ぬ
疑
問
で
あ
り
、
佐

渡
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
書
を
送
っ
て
疑
問
の
解
答
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
素
直
に
質
問
を
寄
せ
る
だ
け
実
長
は
自
分
の
信
仰
に
対
し
て
、

深
い
関
心
を
持
つ
て
い
た
現
れ
と
も
い
え
よ
う
ｐ

実
は
門
下
の
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
、
聖
人
は
す
で
に
前
年
二
月
に
『
開
目
抄
』
を
著
作
し
、
法
華
経
は
も
ち
ろ
ん
他
の
経
文
を
引
い

て
、
こ
の
疑
問
に
答
え
、
勧
持
品
二
十
行
の
偶
文
を
色
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
法
華
経
行
者
と
し
て
の
使
命
が
果
せ
る
の
で
あ
る
こ

と
を
教
示
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
そ
の
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

シ

キ
タ
ル
ヲ

テ

ル
ヲ

ヲ

リ
ト
ダ
タ
マ
ハ

「
但
日
蓮
法
師
に
度
々
聞
レ
之
人
々
猶
値
二
此
大
難
一
之
後
捨
レ
之
歎
。
貴
辺
者
聞
レ
之
一
両
度
一
時
二
時
歎
。
離
し
然
未
レ
捨
信
心
之
由

“

ク
ヲ
二
シ
ノ
二

聞
し
之
。
偏
非
二
今
生
事
一
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私
案
一
」
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る

閲
“
と
し
、
更
に
端
書
を
も
っ
て

一
一

卜
ス

リ

テ
シ
ル
ヒ
シ
ル

ノ

ホ
ス
ハ

「
鎌
倉
筑
後
房
。
弁
阿
闇
梨
・
大
進
阿
闇
梨
申
小
僧
等
有
し
之
。
召
し
之
可
レ
有
二
御
尊
一
。
可
レ
有
二
御
談
義
一
大
事
法
門
等
粗
申
。
彼
等
日

本
未
二
流
布
一
大
法
少
々
有
し
之
。
随
御
学
問
或
詳
壷
恥
」

ニ
タ
セ

ス
ヲ
テ

と
述
べ
て
い
る
。
聖
人
が
鎌
倉
に
お
ら
れ
た
な
ら
当
然
面
授
口
決
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
佐
渡
に
お
ら
れ
た
の
で
、
鎌
倉
に
残
し
て
き
た
日

朗
、
日
昭
及
び
大
進
阿
闇
梨
と
い
っ
た
主
要
な
弟
子
を
召
し
て
、
代
り
に
詳
し
く
聴
聞
す
べ
き
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
御
書
の
上
か
ら
推
察
す
る
に
、
実
長
は
聖
人
が
身
延
へ
入
山
さ
れ
る
以
前
、
鎌
倉
・
佐
渡
時
代
か
ら
、
昭
・
朗
・
興
と
い
っ

た
主
な
弟
子
と
の
交
渉
も
、
何
ら
か
の
形
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
武
人
実
長
が
罪
障
消
滅
の
た
め
、
聖
人
は
も
と
よ
り
、

そ
の
主
た
る
門
弟
に
つ
い
て
も
法
門
の
大
事
を
質
し
、
信
仰
を
深
め
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
く
る
。

第
四
書
目
は
『
地
引
御
書
』
で
、
弘
安
四
年
十
一
月
二
十
五
日
付
で
あ
り
、
真
蹟
は
五
紙
完
で
身
延
山
に
曽
存
し
て
い
た
。
周
知
の
如

く
入
山
当
時
創
建
さ
れ
た
草
庵
が
、
す
っ
か
り
老
朽
化
し
、
一
時
修
復
し
た
も
の
の
入
山
八
年
に
し
て
、
い
よ
い
よ
大
改
修
を
要
す
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
年
に
至
っ
て
西
谷
に
新
し
く
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
を
持
つ
伽
藍
の
必
要
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

実
長
に
対
す
る
書
簡
は
前
書
の
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
八
年
振
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
、
全
く
書
信

が
交
わ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
疑
義
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
つ
に
は
西
谷
と
波
木
井
と
い
う
極
め
て
近
い

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

こ
の
一
文
は
武
家
に
あ
る
実
長
の
成
仏
得
脱
は
法
華
経
以
外
に
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
能
々
可
し
有
ニ

ル
ヲ
リ
レ
シ
テ

ヲ

私
案
一
」
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
尚
、
最
後
に
も
っ
と
詳
し
く
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
「
大
体
教
し
之
弟
子
有
し
之
。
召
二
此
輩
等
一
粗

四

－58－



山
中
に
居
住
し
て
い
た
の
で
、
時
に
よ
り
折
り
に
ふ
れ
て
、
互
い
に
接
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
面
接
の
機
会
が
多

け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
書
信
を
交
わ
す
必
用
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
面
授
口
決
の
教
化
が
当
然
な
が
ら
考
え
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
間
の
書
信
が

な
い
こ
と
か
ら
、
或
い
は
実
長
に
聖
人
粗
略
の
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
疑
い
を
生
ず
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
我

が
所
領
へ
聖
人
の
入
山
を
認
め
、
草
庵
建
立
を
許
し
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
後
述
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
の
内
容
か
ら
み
た
と

き
、
そ
の
義
の
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
ｕ
）

さ
て
、
『
地
引
御
書
』
に
よ
る
と
、
「
坊
は
十
間
四
面
に
、
ま
た
ひ
さ
し
さ
し
て
つ
く
り
あ
げ
」
て
お
り
、
「
地
ひ
き
、
山
づ
く
り
」
を

し
て
、
先
ず
西
谷
の
山
地
を
整
備
し
て
土
な
ら
し
を
行
い
、
従
来
の
草
庵
よ
り
も
土
地
建
物
共
に
拡
張
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

ハ

わ
か
る
。
「
十
一
月
つ
い
た
ち
の
日
、
せ
う
ば
う
（
小
坊
）
つ
く
り
、
馬
や
つ
く
る
。
八
日
大
坊
の
は
し
ら
（
柱
）
だ
て
、
九
日
十
日
ふ

ン
ヌ

き
（
葺
）
候
了
。
」
と
あ
る
の
で
、
建
造
物
の
順
序
や
日
数
も
判
明
す
る
。
か
く
し
て
次
に
、

シ

「
次
郎
殿
等
の
御
き
う
だ
ち
（
公
達
）
、
を
や
（
親
）
の
を
ほ
せ
と
申
、
我
心
に
い
れ
て
を
は
し
ま
す
事
な
れ
ば
、
わ
れ
と
地
を
ひ
き
、

ノ

は
し
ら
（
柱
）
を
た
て
、
と
う
ひ
や
う
え
（
藤
兵
衛
）
・
む
ま
（
右
馬
）
の
入
道
・
三
郎
兵
衛
尉
等
已
下
の
人
々
、
一
人
も
そ
ら
く

（
疎
略
）
の
ぎ
（
義
）
な
し
。
坊
は
か
ま
く
ら
に
て
は
一
千
貫
に
て
も
大
事
と
こ
そ
申
侯
強
」

と
み
え
る
。
こ
の
一
文
か
ら
み
て
も
実
長
の
一
族
が
い
か
に
聖
人
を
外
護
し
て
い
た
か
が
窺
え
る
と
い
え
よ
う
。
「
次
郎
殿
等
」
と
い
う

の
は
、
実
長
の
長
男
及
び
兄
弟
衆
を
指
し
て
い
る
。
長
男
は
清
長
・
次
郎
・
六
郎
次
郎
と
も
称
し
、
親
の
命
に
従
っ
て
、
自
ら
も
聖
人
に

帰
依
し
て
い
た
の
で
「
心
に
い
れ
て
」
手
の
者
を
引
き
連
れ
、
自
ら
も
建
築
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
兵
衛
、
右
馬
の
入
道
、

三
郎
兵
衛
尉
も
そ
れ
ぞ
れ
実
長
の
一
族
の
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
長
は
一
族
の
中
か
ら
長
男
を
始
め
主
要
な
人
物
を
西
谷
へ
差

し
向
け
て
、
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
の
建
築
に
、
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
．
人
も
疎
略
の
義
な
し
。
」
の
文
が

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）
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た
だ
疑
問
な
点
は
、
こ
れ
だ
け
の
一
大
行
事
に
対
し
て
、
実
長
自
身
は
参
列
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
武
士
で
あ
り
又
領
主
と

い
う
立
場
も
あ
っ
て
、
や
む
を
え
な
い
事
情
か
ら
遠
方
の
地
へ
出
張
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
御
書
の
文
面
か
ら
み

て
も
容
易
に
判
断
で
き
る
。
即
ち
、
実
長
が
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
当
日
の
模
様
は
も
ち
ろ
ん
十
一
月
一
日
か
ら
の
上
棟
式
や
造

営
の
手
順
な
ど
を
、
詳
細
に
知
ら
せ
て
お
り
、
尚
且
つ
山
の
天
候
に
至
る
ま
で
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
実
長
が
波
木
井
に
在

住
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
落
慶
式
に
列
席
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
天
候
の
こ
と
も
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
、
先

刻
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
「
七
日
は
大
雨
、
八
日
九
日
十
日
は
く
も
り
て
、
し
か
も
あ
た
た
か
な
る
事
、
春
の
終
の
ご
と
し
。
十

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

此
の
間
の
様
子
を
充
分
に
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
こ
の
建
造
物
は
当
時
、
鎌
倉
で
は
「
一
千
貫
」
も
の
値
打
ち
が
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
草
庵
の
時
の
よ
う
な
「
仮
り
の
住
居
」
で
は
な
く
、
本
格
的
な
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
う
る
。
実
長
父
子
の
篤

志
に
よ
っ
て
完
成
し
た
堂
宇
は
、
ま
た
落
慶
式
の
諸
行
事
も
盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一

即
ち
、
「
二
十
四
日
に
大
師
講
竝
延
年
、
心
の
ご
と
く
っ
か
ま
つ
り
て
、
二
十
四
日
の
戌
亥
の
時
、
御
所
に
す
ゑ
（
集
会
）
し
て
、
三

上
二

十
餘
人
を
も
っ
て
一
日
経
か
き
（
書
）
ま
い
ら
せ
、
竝
申
酉
の
刻
に
御
供
養
す
こ
し
も
事
ゆ
へ
な
し
。
」
と
あ
る
如
く
、
天
台
大
師
講
・

清
興
延
年
の
舞
い
・
法
華
写
経
会
・
供
養
法
要
等
が
連
続
し
て
催
さ
れ
、
身
延
山
開
關
以
来
初
め
て
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。
「
人
の
ま
い

る
事
、
洛
中
か
ま
く
ら
の
ま
ち
（
町
）
の
申
酉
の
時
の
ご
と
し
。
さ
だ
め
て
子
細
あ
る
べ
き
か
。
」
と
み
え
る
如
く
で
あ
り
、
こ
の
記
念

す
べ
き
行
事
は
、
身
延
山
の
聖
人
に
と
っ
て
も
、
又
実
長
の
一
族
に
と
っ
て
も
最
大
の
特
筆
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く

本
弟
子
は
も
ち
ろ
ん
数
多
く
の
弟
子
や
、
甲
・
駿
両
国
か
ら
始
ま
っ
て
遠
方
の
主
要
な
檀
越
に
至
る
ま
で
、
門
下
の
関
係
者
が
、
大
挙
し

て
祝
賀
を
表
し
、
落
慶
行
事
に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
実
長
の
一
門
は
、
施
主
と
し
て
で
き
る
限
り
の
人
々
が
参
列

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
し
う
る
。
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か
く
し
て
最
後
の
御
書
で
あ
る
㈲
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
に
明
ら
か
な
如
く
、
聖
人
が
九
年
間
住
み
馴
れ
た
身

延
山
を
出
発
し
て
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
九
月
十
九
日
に
武
蔵
国
池
上
宗
仲
の
館
に
到
着
さ
れ
た
折
り
、
実
長
に
宛
て
た
御
書
で
あ

り
、
自
ら
筆
を
と
る
こ
と
が
困
難
な
程
に
衰
弱
し
て
い
た
の
で
、
日
興
に
代
筆
さ
せ
た
も
の
で
、
原
本
は
曽
て
身
延
に
存
し
て
い
た
も
の

一
日
よ
り
十
四
日
ま
で
は
大
雨
ふ
り
、
大
雪
耐
て
、
今
に
里
に
き
へ
ず
。
」
と
山
や
里
の
雪
の
状
況
ま
で
知
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

書
信
の
相
手
が
山
や
里
の
様
子
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
実
長
は
身
延
山
・
波
木
井
の
里
か
ら
遠
い
地
方
、
例
え
ば
鎌
倉

等
へ
他
出
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
落
慶
式
の
当
日
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も
十
一
月
一
日
以
前
か
ら
、
不
在
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
尚
、
実
長
は
「
御
祈
念
」
の
筋
が
あ
り
、
そ
の
成
就
を
願
っ
て
い
た
。
そ
の
念
願
が
叶
っ
た
際
に
は
「
二
人
よ
り
あ
ひ
ま
い
ら

せ
て
、
供
養
し
は
て
ま
い
ら
せ
候
は
ん
◎
」
と
あ
る
の
で
、
聖
人
は
そ
の
折
り
に
は
実
長
と
二
人
で
又
供
養
を
な
し
と
げ
よ
う
と
考
え
て

ス

お
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
事
々
又
々
申
べ
く
候
・
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
短
文
な
が
ら
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
と
い
え
る
。
詳
し
い
こ
と
は
、
ま
た
ま
た
申
す
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
㈲
実
長
と
は
近
い
中
に
又
会
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
こ

と
。
。
「
又
々
申
す
」
と
い
う
の
で
、
従
来
も
折
り
に
ふ
れ
て
た
び
た
び
会
っ
て
い
た
こ
と
の
二
点
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
現
在
、
御
書

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
文
書
の
一
端
か
ら
も
、
聖
人
と
実
長
と
の
身
延
に
お
け
る
交
流
が
、
距
離
的
に
も
極
め
て
近
い
間
柄

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
よ
う
。
た
ま
た
ま
落
慶
法
要
に
は
、
上
記
の
如
き
事
情
で
、
や
む
な
く

欠
席
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

五
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常
陸
の
湯
へ
行
く
こ
と
に
よ
り
、
病
状
の
回
復
を
ま
っ
て
再
び
帰
山
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
病
身
で
あ
る
の
で

こ
の
予
定
は
不
定
で
あ
る
こ
と
も
覚
悟
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
聖
人
の
心
中
に
お
い
て
は
、
此
の
道
を
生
き
て

戻
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
は
悟
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
文
の
す
ぐ
後
に
、

ま
た
「
く
り
か
げ
の
御
馬
」
が
相
当
に
乗
り
心
地
も
よ
く
、
「
あ
ま
り
に
も
を
も
し
ろ
く
を
ぽ
へ
候
程
に
」
い
つ
ま
で
も
側
へ
お
い
て

お
き
た
く
、
知
ら
ぬ
舎
人
で
は
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
、
常
陸
の
湯
か
ら
帰
っ
て
来
る
ま
で
付
け
て
お
き
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
も

と
り
に
く
い
病
弱
の
身
で
、
馬
の
上
に
心
を
使
っ
て
い
る
聖
人
の
人
柄
が
如
実
に
現
れ
た
一
文
で
も
あ
る
。

「
さ
て
は
や
が
て
か
へ
り
ま
い
り
候
は
ん
ず
る
道
に
て
候
へ
ど
も
、
所
ら
う
（
労
）
の
み
（
身
）
に
て
候
へ
ば
、
不
ぢ
や
う
（
定
）
な

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

し
た
が
っ
て
直
筆
で
は
な
い
が
、
聖
人
の
意
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
古
来
真
蹟
同
様
に
み
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
身
延
か
ら
無
事
に

池
上
ま
で
着
い
た
こ
と
を
先
ず
述
べ
、
道
中
の
山
河
を
越
え
て
の
旅
が
、
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
き
う
だ
ち
（
公

上
シ
（
蝿
）

達
）
に
す
（
守
）
護
せ
ら
れ
ま
い
ら
せ
候
て
、
難
も
な
く
こ
れ
ま
で
つ
き
て
候
事
、
を
そ
れ
入
候
な
が
ら
悦
存
候
」
と
み
え
る
。
身
延
下

山
に
当
り
実
長
は
「
く
り
か
げ
の
御
馬
」
と
、
身
内
の
主
な
者
と
家
来
を
付
け
て
、
道
中
の
安
全
・
警
護
を
命
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
公
達
」
と
は
先
の
『
地
引
御
書
』
に
お
け
る
「
御
公
達
」
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
書
の
時
は
次
郎
殿
等
・
藤
兵
衛
・
右
馬

の
入
道
・
三
郎
兵
衛
尉
と
い
っ
た
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
実
長
の
直
接
指
令
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
承
知
の
上
な
の
で
個
人

名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
こ
れ
等
の
公
達
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
当
時
に
し
て
み
る
と
道
中
を
無
事
に
送
り
届
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
現
代
と
違
っ
て
相
当
な
労
力
と
費
用
を
要
し
た
こ
と
で
あ
り
、
実
長
の
聖
人
に
対
す
る
志
の
深
い
も
の
が
あ
っ
た
現
れ

と
も
い
え
よ
う
。

る
事
も
候
は
ん
ず
ら
ん
。
」
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聖
人
に
し
て
み
る
と
身
延
山
は
、
入
山
の
当
初
よ
り
一
見
し
て
「
心
中
に
叶
て
」
い
た
虚
で
あ
り
、
「
仏
、
菩
薩
、
諸
天
善
神
の
棲
み

給
う
功
徳
聚
の
み
ぎ
り
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
法
華
経
行
者
」
の
住
所
な
る
が
故
に
、
「
霊
山
浄
土
」
で
あ
る
と
し
、
居
夜
に
釈
迦
仏
・

法
華
経
と
倶
に
生
活
さ
れ
た
最
も
尊
い
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
生
き
て
い
る
時
は
も
ち
ろ
ん
滅
後
も
墓
を
身
延

に
建
立
し
、
未
来
永
遠
に
身
延
に
棲
む
こ
と
を
決
定
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
聖
人
が
実
長
を
信
頼
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
外
護
・
丹
精
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
（
滅
後
を

含
め
て
）
後
事
を
托
す
る
に
足
る
人
物
と
し
て
、
重
き
を
置
い
て
い
た
か
ら
い
え
た
も
の
と
推
察
し
う
る
。
聖
人
に
し
て
み
る
と
、
生
涯

を
し
め
く
く
っ
た
地
と
し
て
、
身
延
は
他
の
如
何
な
る
地
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
最
勝
の
地
と
し
て
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
所
で
あ

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

ス

「
さ
り
な
が
ら
も
日
本
国
に
そ
こ
ば
く
も
て
あ
つ
か
う
て
候
み
を
、
九
年
ま
で
御
き
え
候
ぬ
る
御
心
ざ
し
申
ば
か
り
な
く
候
へ
ぱ
、
い

一
一

づ
く
に
て
死
候
と
も
、
は
か
（
墓
）
を
ば
み
の
ぶ
さ
わ
（
沢
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
・
」

と
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
遺
言
」
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
も

の
と
い
え
よ
う
。
在
山
九
年
間
の
帰
依
・
丹
精
に
つ
い
て
、
「
御
心
ざ
し
申
す
ば
か
り
な
く
候
」
と
の
一
語
に
は
、
聖
人
の
実
長
に
対
す

る
感
謝
の
情
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
実
長
が
聖
人
に
対
し
て
帰
依
の
念
の
篤
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

前
述
の
如
く
、
身
延
山
の
寄
進
か
ら
始
ま
っ
て
、
草
庵
の
建
立
や
さ
ら
に
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
を
も
つ
久
遠
寺
の
創
建
に
至
る
ま
で
、

実
長
一
族
の
聖
人
に
対
す
る
帰
依
の
念
は
、
ま
こ
と
に
篤
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

ど
こ
で
命
が
終
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
も
、
「
墓
を
ぱ
身
延
の
澤
へ
」
と
遺
言
さ
れ
る
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
万
一
実
長

に
聖
人
を
疎
略
に
す
る
義
が
少
し
で
も
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
墓
を
身
延
の
地
へ
建
立
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
い
わ
な
か
つ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

－63－



実
長
に
与
え
ら
れ
た
一
連
の
御
書
並
び
に
そ
の
他
の
御
書
か
ら
す
る
と
、
前
述
の
如
く
身
延
霊
山
の
考
え
方
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
御
書
の
あ
る
反
面
、
ま
た
逆
に
身
延
の
自
然
の
厳
し
さ
や
、
不
便
な
山
中
の
こ
と
と
て
、
地
獄
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
を

記
さ
れ
た
御
書
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
前
述
の
如
く
実
長
に
疎
略
の
儀
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。

た
し
か
に
そ
う
し
た
御
書
も
一
方
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
何
故
に
聖
人
は
身
延
で
こ
の
よ
う
な
不
遇
な
時
を
す
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
、
実
長
は
外
護
を
お
こ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
い
が
生
じ
て
く
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
弘
安
元
年

九
月
六
日
に
妙
法
比
丘
尼
か
ら
衣
が
届
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
礼
状
に
は
、

フ

ヘ
ル

ス

「
訪
人
な
け
れ
ば
命
も
つ
ぎ
が
た
し
。
は
だ
へ
を
か
く
す
衣
も
候
は
ざ
り
つ
る
に
、
か
か
る
衣
を
を
く
ら
せ
給
こ
そ
、
い
か
に
と
も
申

キ

ご
ろ

う
せ

ば
か
り
な
く
候
へ
・
見
し
人
聞
し
人
だ
に
も
あ
は
れ
と
も
申
さ
ず
。
年
比
な
れ
し
弟
子
、
っ
か
へ
し
下
人
だ
に
も
、
皆
に
げ
失
と
ぶ
ら

は
ざ
る
に
、
聞
も
せ
ず
、
見
も
せ
ぬ
人
の
塑
豈
な
髭
」

キ

と
み
え
る
。
こ
の
文
面
か
ら
す
る
と
、
西
谷
の
聖
人
は
全
く
の
孤
独
な
清
貧
に
甘
じ
、
実
長
の
み
で
な
く
、
弟
子
達
に
も
み
な
見
離
さ
れ

て
時
に
衣
・
食
・
住
に
も
こ
と
欠
く
よ
う
な
生
活
状
態
で
あ
り
、
命
を
保
つ
こ
と
も
困
難
な
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま

た
施
主
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
最
大
限
に
表
す
た
め
の
表
現
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
弘
安
三
年
正
月
に
筒
御
器
一
具
等
を
送
り

届
け
て
き
た
秋
元
太
郎
兵
衛
へ
発
せ
ら
れ
た
御
返
事
に
よ
る
と
、

‐
上

「
木
の
皮
を
は
ぎ
て
四
壁
と
し
、
自
死
の
鹿
の
皮
を
衣
と
し
、
春
は
蕨
を
折
て
身
を
養
ひ
、
秋
は
果
を
拾
て
命
を
支
へ
候
つ
る
程
に
、

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

り
、
ま
さ
に
霊
山
浄
土
そ
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
い
え
よ
な

一
ハ
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ク

フ

（
乃
至
）
本
よ
り
人
も
来
ら
ぬ
上
、
雪
深
し
て
道
塞
が
り
、
問
人
も
な
き
虚
な
れ
ば
、
現
在
に
八
寒
地
獄
の
業
を
身
に
つ
ぐ
の
へ
り
。

キ

ー
プ

生
な
が
ら
仏
に
は
成
ず
し
て
、
又
寒
苦
烏
と
申
鳥
に
も
相
似
た
魅
」

ス

と
み
え
る
。
こ
こ
で
も
地
獄
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
中
で
、
最
低
限
の
日
常
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
冬
季
の
降
雪
量
も
多
い
シ
ー
ズ

ン
に
あ
っ
て
は
、
西
谷
を
訪
問
す
る
人
も
な
く
、
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
諸
文
か
ら
す
る
と
、
実
長
の
一
族
は
果
し
て
聖
人
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
帰
依
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
も

生
じ
て
く
る
の
は
否
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
で
ふ
れ
る
が
、
現
代
と
異
り
当
時
の
西
谷
草
庵
の
あ
っ
た
近

辺
へ
は
、
道
程
も
相
当
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
道
路
条
件
は
今
と
は
比
較
で
き
な
い
程
に
嶮
難
悪
路
で
あ
っ
た
の
で
、
雪
道
と
も
な
る

と
一
層
の
こ
と
、
出
入
り
に
は
難
渋
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

本
来
、
聖
人
は
衣
・
食
・
住
の
安
定
を
求
め
て
入
山
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
入
山
の
聖
意
を
考
え
る
と
容
易
に
わ
か
る
こ

と
で
あ
を
も
し
も
衣
・
食
・
住
を
得
る
た
め
の
み
な
ら
ば
、
鎌
倉
に
在
住
し
て
い
た
方
が
、
多
く
の
弟
子
や
檀
越
に
囲
ま
れ
て
、
交
通

の
便
も
よ
く
、
山
中
よ
り
遥
か
に
良
好
な
生
活
が
送
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
く
つ
か
あ
る
入
山
の
理
由
の
一
つ
に
、
山
林
に
交
わ
っ
て
心

し
ず
か
に
受
持
・
読
・
調
・
解
説
・
書
写
の
五
種
修
行
に
励
ま
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
無
始
以
来
の
罪
障
を
消
滅
さ
せ
、
三
業
の
悪
を
転

じ
て
三
徳
を
成
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
稔

ま
た
聖
人
は
身
延
山
の
生
活
環
境
に
限
ら
ず
、
一
つ
の
現
象
を
い
く
つ
か
の
面
か
ら
み
て
、
時
に
正
反
対
と
思
え
る
よ
う
な
受
け
と
め

方
を
さ
れ
て
い
る
面
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
正
嘉
元
年
の
大
地
震
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
吉
瑞
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
場
合
と
、

逆
に
凶
相
で
あ
る
と
す
る
見
方
と
に
分
れ
て
い
る
。
吉
瑞
の
場
合
は
末
法
に
い
よ
い
よ
正
法
た
る
妙
法
の
五
字
七
字
が
流
布
す
る
前
兆
で

あ
る
と
し
、
ま
た
仏
使
上
行
の
出
現
の
瑞
相
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
凶
相
と
す
る
見
方
で
は
、
邪
法
の
流
布
に
よ
り
善
神
捨
国
し
、
亡
国

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）
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日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

と
な
る
前
ぶ
れ
で
あ
り
、
ま
た
末
法
の
正
師
た
る
「
法
華
経
の
行
者
」
に
迫
害
を
加
え
る
た
め
に
現
れ
た
凶
相
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
考
察
を
終
え
て
い
る
の
で
、
差
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
総
こ
れ
と
同
様
に
身
延
山
の
環

境
に
つ
い
て
も
、
同
一
自
然
を
浄
土
と
み
た
り
、
ま
た
地
獄
と
み
な
し
て
罪
障
消
滅
の
信
行
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

（
釦
）

浄
土
と
い
い
穣
土
と
み
な
す
の
も
、
「
土
に
二
つ
の
隔
て
な
し
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
表
裏
一
体
の
受
け
と
め
方
を
さ
れ
、
「
時
」
に
応

じ
「
機
」
に
従
っ
て
、
「
随
宜
所
説
」
さ
れ
て
い
か
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
身
延
の
状
況
に
つ
い
て
も
、

霊
山
浄
土
と
し
て
「
仏
菩
薩
の
住
給
功
徳
聚
之
瑚
蜷
」
と
い
う
仏
国
土
と
し
て
の
見
方
を
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
前
記
の
如
く

フ

八
寒
地
獄
の
様
相
と
み
て
、
儀
悔
滅
罪
の
道
場
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
一
見
矛
盾
し
た
見
方
で
あ
る
と
も
感

じ
ら
れ
る
が
、
聖
人
に
し
て
み
る
と
、
双
方
の
立
場
を
兼
ね
備
え
も
っ
た
重
層
性
の
あ
る
見
解
に
立
た
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
仏
使
上
行
の
自
覚
に
立
た
れ
、
三
仏
と
昼
夜
倶
に
在
る
と
い
う
法
悦
に
ひ
た
っ
て
お
ら
れ
る
時
は
、
霊
山
浄
土
で
あ
る
と
見
ら

れ
、
ま
た
一
方
無
始
の
罪
障
を
消
滅
す
る
た
め
の
修
行
の
場
と
見
て
、
・
誇
法
を
償
う
た
め
の
苦
難
を
受
け
て
い
る
と
い
う
受
け
と
め
方
を

し
、
地
獄
の
苦
を
味
わ
う
も
の
と
し
て
「
大
ば
ば
地
獄
に
こ
と
な
ら
篭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
三
業
の
悪
転
じ
て
三
徳
を

（
調
）
（
型
）

チ

成
ぜ
ん
」
た
め
に
「
昼
夜
に
法
華
経
を
よ
み
」
と
い
う
読
謂
行
に
専
念
し
、
「
著
ざ
れ
ば
風
身
に
し
み
、
食
ざ
れ
ば
命
持
が
た
し
。
燈
に

油
を
つ
が
ず
、
（
乃
至
）
命
い
か
で
か
つ
ぐ
べ
き
や
ら
ん
。
」
と
い
う
苦
難
を
修
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
身
延
山
は
霊
山
浄
土
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
始
の
罪
障
を
消
滅
す
る
た
め
の
道
場
で
あ
り
、
時
に
地
獄
の
如
き
苦
難
を
の
り
こ
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
修
行
の
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
純
粋
に
宗
教
的
な
体
験
を
繰
り
返
さ
れ
た
聖
人
は
、
そ

の
時
々
に
応
じ
て
筆
を
と
ら
れ
、
或
る
時
は
仏
・
菩
薩
の
棲
み
給
う
宝
土
と
し
て
表
現
し
、
又
或
る
時
は
苦
修
練
行
の
道
場
と
し
て
、
獄

ス
》
○
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次
に
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
な
如
く
、
実
長
は
年
間
を
通
じ
て
、
い
つ
も
波
木
井
郷
に
常
住
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
弘
安
四
年
の
秋
、
西
谷
の
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
が
完
成
し
た
時
も
同
様
で
あ
る
が
、
領
主
と
は
い
え

鎌
倉
方
面
へ
、
機
会
あ
る
毎
に
出
張
し
、
幕
府
と
の
連
絡
や
情
報
の
収
集
等
に
、
常
に
気
を
配
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

聖
人
が
身
延
へ
入
山
さ
れ
て
か
ら
も
、
鎌
倉
へ
は
年
間
を
通
じ
、
時
に
は
長
期
間
の
滞
在
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
又
領
地
内
の
見
廻

り
の
た
め
に
波
木
井
を
離
れ
る
こ
と
も
、
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
常
時
波
木
井
郷
に
在
っ
て
、

西
谷
の
聖
人
と
い
つ
も
交
渉
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
疎
略
の
義
は
毛
頭
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
領
主
と
い
う
行
政
官
の
立
場
か
ら
当

時
の
状
況
を
察
す
る
に
、
領
内
を
安
堵
せ
し
め
る
た
め
、
政
情
不
安
定
な
幕
府
や
近
隣
の
地
頭
・
領
主
ら
と
の
交
渉
な
ど
も
あ
り
、
東
奔

西
走
の
日
々
も
続
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
西
谷
を
尋
ね
る
機
会
も
容
易
に
い
か
ぬ
ま
ま
、
月
日
を
経
過
さ
せ

る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
直
に
実
長
の
行
動
を
疑
問
視
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
酷
で
あ
り
戦
乱
絶
間
な
い
時
代
の

領
主
と
い
う
立
場
を
理
解
し
え
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
故
に
実
長
へ
宛
て
た
最
後
の
御
書
と
な
っ
た
『
波
木
井
殿
御
報
』
に
は
、
前
述
の
如
く

「
い
づ
く
に
て
死
候
と
も
、
は
か
（
墓
）
を
ぱ
み
の
ぶ
さ
わ
（
澤
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
尾
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
在
山
九
年
間
の
帰
依
に
対
す
る
感
謝
の
心
情
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

土
の
如
き
幽
窟
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
世
の
聖
者
と
も
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
重
層
性
を
持
っ
た
心
境
に
な
る
こ
と
も
充

分
考
慮
で
き
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。

七
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日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

ス

前
述
の
如
く
も
し
も
実
長
に
多
少
な
り
と
も
疎
略
の
情
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
「
御
心
ざ
し
申
ば
か
り
な
く
候
」
と
い
う
表
現
は
な
か
つ

一
一

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
身
延
を
地
獄
で
あ
る
と
の
み
本
心
か
ら
感
じ
て
お
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
「
い
づ
く
に
て
死
候
と
も
、
墓

を
ば
み
の
ぶ
の
澤
に
」
と
は
い
わ
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
や
は
り
心
底
深
く
霊
山
浄
土
と
し
て
感
受
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
と
い
え
る
。
池
上
へ
到
着
さ
れ
た
こ
と
を
悦
ぶ
と
同
時
に
、
や
が
て
ま
た
身
延
へ
帰
る
こ
と
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

フ

は
身
延
を
こ
の
上
な
く
尊
い
山
と
し
「
仏
菩
薩
の
住
給
功
徳
聚
之
剛
也
」
と
確
信
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
「
娑
婆
即
寂
光
」
の
本
土
で
あ

メ

る
と
さ
れ
て
い
た
現
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
ま
た
身
延
へ
参
詣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
無
始
の
罪
障
も
定
て
今
生
一
世
に
消
滅

す
べ
き
篭
」
と
い
う
受
け
と
め
方
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
て
、
前
記
の
如
く
罪
障
消
滅
の
た
め
の
地
獄
の
苦
難
も
、
身
延
に
お
け
る
今

生
一
世
の
信
行
に
よ
り
、
消
滅
す
る
こ
と
が
で
き
て
即
身
成
仏
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
こ
の
最
後
の
実
長
宛
の
御
報
は
、
身
延
山
を
寄
進
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
草
庵
の
建
立
や
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
を
備
え

た
久
遠
寺
の
造
営
、
さ
ら
に
池
上
へ
向
う
に
当
っ
て
の
外
護
丹
精
の
数
々
に
対
し
て
、
在
山
中
の
御
礼
を
述
べ
た
も
の
で
、
聖
人
の
真
意

が
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
在
山
の
九
年
を
無
事
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
実
長
の
法
功
に
依
る
と
こ
ろ

大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

尚
、
同
年
十
月
七
日
に
「
波
木
井
殿
其
外
人
々
」
宛
に
書
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
⑥
の
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
あ
る
が
、
こ
の
御
書
は

古
来
真
偽
説
が
あ
り
、
後
人
に
よ
っ
て
諸
紗
を
抜
華
し
た
も
の
で
は
な
い
輪
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
誕
生
か
ら
の
一
代
を
述
べ
池
上

到
着
ま
で
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
て
、
「
墓
を
ば
身
延
山
に
立
さ
せ
給
《
垈
と
先
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
と
共
通
す
る
一
文
も
み
ら
れ
る
。

テ

ま
た
実
長
の
こ
と
を
「
し
ら
ず
や
、
此
人
は
無
辺
行
菩
薩
の
再
誕
に
て
や
御
座
す
ら
む
。
」
と
も
み
え
る
。
在
山
九
年
間
の
好
意
に
対
す

ツ

ラ

ク

る
謝
辞
を
こ
め
た
も
の
と
い
え
る
。
「
日
蓮
は
日
本
六
十
六
箇
国
島
こ
の
内
に
、
五
尺
に
足
ざ
る
身
を
一
つ
置
虚
な
く
候
し
が
、
波
木
井
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は
ぐ
く

こ
レ

殿
の
御
育
み
に
て
九
箇
年
の
間
、
身
延
山
に
し
て
心
安
く
法
華
経
を
読
調
し
奉
り
候
つ
る
志
を
ば
、
い
つ
の
世
に
か
は
思
忘
候
べ
き
。
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
先
の
『
御
報
』
と
共
通
す
る
所
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
真
偽
未
決
と
は
い
え
、
実
長
に
対
す
る
聖
人
の

心
情
は
相
当
に
篤
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
聖
人
と
実
長
と
の
間
は
、
同
年
の
誼
の
上
に
信
仰
を
通
し
て
深
く
交
わ
り
を
持
ち
、
外
護
丹
精
は
決
し
て

他
の
檀
越
と
比
較
し
て
も
遜
色
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
実
長
の
家
系
は
前
述
の
如
く
本
来
真
言
宗
で
あ
り
、
実
長

自
身
は
念
仏
信
仰
を
持
っ
て
い
た
の
が
、
日
興
に
よ
っ
て
聖
人
を
知
り
、
実
継
ら
を
通
し
て
改
宗
し
、
聖
人
に
帰
依
し
て
い
っ
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
き
、
当
時
の
主
要
な
檀
越
は
、
ほ
と
ん
ど
が
聖
人
に
よ
っ
て
改
宗
し
て
き
た
者
が
多
く
、
実
長
も
そ
の
一
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
も
の
の
、
と
り
わ
け
実
長
は
聖
人
の
晩
年
に
、
「
安
住
の
地
」
を
与
え
て
、
と
も
か
く
も
九
年
間
の
最
も
重
要
な
時
期
を
、
聖
人
に

読
謂
唱
題
・
解
説
書
写
の
機
会
を
つ
く
り
上
げ
た
法
功
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
聖
人
最
後
の
御
書
で
あ
る

⑤
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
と
、
四
の
『
地
引
御
書
』
の
二
書
か
ら
だ
け
で
も
、
そ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

［
註
〕

（
１
）
宮
崎
英
修
教
授
の
『
波
木
井
南
部
氏
事
跡
考
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
里
悠
光
師
は
「
南
部
実
長
考
ｌ
実
長
の
姓
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
棲

神
」
第
五
三
号
一
五
三
頁
）
で
論
究
し
て
い
る
。

（
２
）
六
郎
恒
長
御
消
息
定
遺
四
四
二
頁

（
３
）
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
一
二
一
七
頁

（
４
）
同
九
○
五
頁

（
５
）
南
部
六
郎
殿
御
書
定
遺
四
八
七
頁

チ
テ

（
６
）
「
か
ま
く
ら
に
も
御
勘
気
の
時
、
千
が
九
百
九
十
九
人
は
堕
候
人
々
」
（
新
尼
御
前
御
返
事
・
定
遺
八
六
九
頁
）
と
み
え
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）
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日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
（
上
田
）

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
定
遺
七
四
八
頁

拙
論
「
法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
」
（
「
棲
神
』
第
六
二
号
参
照
）

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
定
遺
七
四
九
頁

同
同
七
四
五
頁

地
引
御
書
同
一
八
九
四
頁

同
同
一
八
九
五
頁

波
木
井
殿
御
報
同
一
九
二
四
頁

拙
論
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
仏
国
土
思
想
の
展
開
」
（
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
一
七
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
定
遺
一
五
六
四
頁

秋
元
御
書
同
一
七
三
九
～
四
○
頁

拙
論
「
日
蓮
聖
人
身
延
入
山
の
研
究
」
（
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
」
参
照
）

南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
返
事
定
遺
一
八
八
四
頁

拙
論
「
日
蓮
聖
人
の
天
災
観
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
○
三
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

一
生
成
仏
妙
定
遺
四
三
頁

四
條
金
吾
殿
御
返
事
同
一
八
○
一
頁

兵
衛
志
殿
御
返
事
定
遺
一
六
○
六
頁

南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
返
事
同
一
八
八
四
頁

松
野
殿
女
房
御
返
事
同
一
六
五
一
頁

波
木
井
殿
御
報
同
一
九
二
四
頁

四
條
金
吾
殿
御
返
事
同
一
八
○
一
頁

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
辞
典
』
九
○
七
頁

波
木
井
殿
御
書
定
遺
一
九
三
二
頁
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